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〝中華文明発祥の地〟中国河南省
八
大
古
都「
鄭
州
」「
開
封
」「
洛
陽
」、歴
史
の
舞
台「
三
門
峡
」

洛
　
陽


年
の
都
、中
華
文
明
の
聖
地

三
門
峡

黄河流域最大のダム
シルクロードの関所も

中国国家観光局駐日本代表処

「菩提達摩」が禅宗を開く
の建築群が世界遺産に

鄭
　
州

焦
　
作世界ジオパークと

太極拳発祥の地

開
　
封

い
に
し
え
の
宋
の
都
を
再
現
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中
国
三
大
石
窟
の
一
つ
、
龍
門
石
窟
（
奉
先
寺
石
窟
）

白
馬
寺

函谷関

　
洛
陽
市
の
西
、
河
南
省
最
西

部
に
位
置
す
る
三
門
峡
市
は
、

人
口
お
よ
そ
２
０
０
万
人
。
黄

河
最
大
の
ダ
ム
、
三
門
峡
ダ
ム

の
建
設
に
伴
い
発
展
し
た
新
興

都
市
だ
。
古
代
の
関
所
「
函
谷

関
」、周
の
時
代
の
虢（
か
く
）

国
関
連
の
博
物
館
な
ど
、
ダ
ム

以
外
の
観
光
資
源
も
多
い
。

　
●
三
門
峡
ダ
ム
風
景
区

　
市
の
中
心
か
ら
約

㌔
の
ダ

ム
を
中
心
と
し
た
風
景
区
。

　
三
門
峡
ダ
ム
は
黄
河
に
最
初

に
建
造
さ
れ
た
大
型
水
利
ダ
ム

で
、
高
さ
１
０
６
㍍
、
長
さ
７

１
３
・
２
㍍
。
１
９
６
０
年
に

完
成
し
た
。

　
こ
こ
で
は
峡
谷
の
険
し
く
も

美
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
三
門
峡
峡
谷
は
観
光
客
が
激

流
下
り
（
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
を

体
験
で
き
る
場
所
で
も
あ
る
。

断
崖
絶
壁
が
そ
び
え
立
ち
、
山

々
が
連
な
る
壮
大
な
景
色
を
激

流
の
中
で
楽
し
め
る
。

　
●
函
谷
関（
か
ん
こ
く
か
ん
）

　
洛
陽
と
陝
西
省
西
安
の
ほ
ぼ

中
間
に
あ
る
古
代
の
関
所
。
戦

国
時
代
に
秦
が
東
方
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
に
作
っ
た
と
さ

れ
る
。

　
老
子
が
「
道
徳
経
」
を
こ
こ

で
著
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ

る
。「
函
谷
関
の
戦
い
」な
ど
、

歴
史
上
多
く
の
戦
い
が
こ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
後
の
漢
代
に
東
方
に
移
設
さ

れ
、
前
者
を
旧
関
、
後
者
を
新

関
と
呼
ぶ
。
こ
の
漢
代
の
関
所

は
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
長
安
―

天
山
回
廊
の
交
易
路
網
」
の
一

部
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。

　
●
崤
函
（
こ
う
か
ん
）
古
道

　
洛
陽
と
長
安
（
西
安
）
を
結

ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
一
部
の
史

跡
。

　
●
虢
国
博
物
館

　
西
周
（
紀
元
前
１
０
４
６
～

７
７
１
年
）
の
虢
国
の
墓
地
遺

跡
で
あ
る
車
馬
坑
の
発
掘
現
場

に
建
て
ら
れ
た
博
物
館
。
中
国

三
大
遺
跡
博
物
館
の
一
つ
。

　
墓
か
ら
出
土
し
た
鉄
、
銅
、

玉
の
三
種
の
材
料
で
作
ら
れ
た

玉
柄
銅
芯
鉄
剣
は
、
中
国
に
お

け
る
冶
金
の
歴
史
を
２
０
０
年

遡
ら
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
虢
国
や
西
周
の
歴
史
、政
治
、

経
済
、
文
化
、
宗
教
制
度
を
研

究
す
る
上
で
重
要
な
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。

　
●
陝
（
せ
ん
）
州
地
坑
院

　
地
面
を
掘
り
、
地
下
に
洞
窟

式
の
住
居
を
建
築
し
た
独
特
の

古
い
住
居
形
態
。
同
市
陝
州
区

に
広
く
分
布
す
る
。

　
河
南
省
西
部
に
あ
る
人
口
約

７
０
０
万
人
の
都
市
。
中
国
最

初
の
王
朝
で
あ
る
夏
朝
か
ら
歴

代

の
王
朝
が
こ
こ
に
都
を
置

き
、
都
と
し
て
の
歴
史
は
１
５

０
０
年
以
上
に
及
ぶ
。

　
中
国
八
大
古
都
の
一
つ
で
、

「
中
華
文
明
の
聖
地
」
と
し
て

名
高
い
。

　
●
龍
門
石
窟

　
市
の
中
心
か
ら
お
よ
そ


㌔
、
河
川
（
伊
河
）
の
両
岸
に

位
置
す
る
石
窟
群
。
甘
粛
省
敦

煌
の
莫
高
窟
（
ば
っ
こ
う
く

つ
）
、
山
西
省
大
同
の
雲
崗

（
う
ん
こ
う
）
石
窟
と
と
も
に

中
国
三
大
石
窟
の
一
つ
。
２
０

０
０
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。

　
北
魏
時
代
か
ら
北
宋
時
代
の

お
よ
そ
４
０
０
年
に
わ
た
り
造

営
が
進
め
ら
れ
た
。
川
の
両
岸

の
西
山
、
東
山
の
両
山
肌
に
大

小
２
３
４
０
余
の
石
窟
、

余

基
の
仏
塔
、

万
余
体
の
造
像

が
あ
る
。

　
西
山
の
奉
先
寺
石
窟
は
長

さ
、
幅
と
も
お
よ
そ

㍍
と
最

も
規
模
が
大
き

く
、
中
の
盧
遮

那
仏
（
る
し
ゃ

な
ぶ
つ
）
は
高

さ

・

㍍
と

い
う
巨
大
な

像
。

　
一
方
、
最
も

小
さ
い
像
は
わ

ず
か
２
㌢
足
ら

ず
。

　
碑
刻
題
記

（
銘
文
）
は
２

８
０
０
点
余
り

と
、
中
国
の
石

窟
で
ト
ッ
プ
と

さ
れ
て
い
る
。

　
●
白
馬
寺

　
後
漢
時
代
の
西
暦

年
に
創

建
さ
れ
た
中
国
最
古
の
仏
教
寺

院
。

　
イ
ン
ド
か
ら
布
教
の
た
め
中

国
に
渡
っ
た
高
僧
の
摂
摩
謄

（
せ
つ
ま
と
う
）
と
竺
法
蘭

（
り
ゅ
う
ほ
う
ら
ん
）
が
経

典
を
白
馬
の
背
に
積
み
、
こ

こ
洛
陽
ま
で
運
ん
だ
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ

る
。

　
十
三
層
の
木
造
建
築
塔
、
斉

雲
塔
は
金
代
の
西
暦
１
１
７
５

年
の
建
築
で
、
こ
の
寺
の
シ
ン

ボ
ル
。
主
殿
の
大
雄
宝
殿
に
は

三
世
仏
像
、
十
八
羅
漢
、
二
天

将
な
ど
仏
教
文
物
の
至
宝
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
２
０
１
７
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。

両
国
で
多
く
の
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国

で
は
日
本
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
致
に
向
け
て
、
省
や
地
域

ご
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
盛
ん
だ
。国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。

今
回
は
黄
河
中
流
域
の
「
中
原
」
と
呼
ば
れ
る
中
華
文
明
発
祥

の
地
、
河
南
省
を
取
り
上
げ
た
。

少林寺

雲台山

清明上河園

　
鄭
州
市
の
東
に
隣
接
す
る
都

市
で
、
人
口
約
５
０
０
万
人
。
中
国
八
大
古
都
の
一
つ
で
、
北

宋
時
代
（
西
暦
９
６
０
～
１
１

２
７
年
）
は
「
東
京
」
の
名
で

首
都
と
し
て
栄
え
た
。

　
●
宋
都
御
街

　
１
９
８
８
年
に
作
ら
れ
た
宋

代
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る
商
店

街
。

　
南
の
「
新
街
口
」
か
ら
北
の

「
午
朝
門
」
ま
で
全
長
約
４
０

０
㍍
。

軒
余
り
の
店
舗
で
特

産
品
や
伝
統
工
芸
を
販
売
し
て

い
る
。

　
●
清
明
上
河
園

　
宋
代
の
文
化
を
体
験
で
き
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
。
北
宋
の
著
名

な
画
家
、
張
択
端
の
名
作
「
清

明
上
河
図
」
を
基
に
建
設
さ
れ

た
。

　
●
包
公
祠

　
宋
の
時
代
の
有
名
な
官
吏
、

包
拯
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
を
記
念

し
た
祠
。

　
包
拯
の
銅
像
や
石
碑
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
財
資
料
が
陳
列
さ

れ
て
い
る
。

　
河
南
省
の
省
都
で
同
省
第
一

の
都
市
。
人
口
お
よ
そ
９
５
０

万
人
。

　
今
か
ら
３
６
０
０
余
年
前
、

中
国
の
古
代
王
朝
、
商
（
殷
＝

い
ん
）
の
創
始
者
、
湯
王
が
都

を
置
い
た
と
い
う
古
都
。
中
国

八
大
古
都
（
北
京
、
南
京
、
杭

州
、
安
陽
、
開
封
、
鄭
州
、
洛

陽
、
西
安
）の
一
つ
で
、国
土
を

南
北
に
走
る
京
広
線
と
東
西
に

走
る
隴
海
線
の
二
つ
の
幹
線
鉄

道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
。

　
古
代
中
国
で
は
天
地
の
中
央

に
中
国
、
そ
の
さ
ら
に
中
央
に

河
南
省
一
帯
が
位
置
付
け
ら

れ
、
歴
代
王
朝
の
多
く
が
こ
の

地
一
帯
に
都
を
置
い
た
。
八
大

古
都
の
う
ち
半
数
（
安
陽
、
開

封
、
鄭
州
、
洛
陽
）
が
こ
こ
河

南
省
だ
。

　
●
「
天
地
之
中
」
歴
史
建
築

群　
鄭
州
市
中
心
か
ら
西
へ
約


㌔
の
県
級
市
、
登
封
市
の
山
岳

地
帯
、
嵩
山
（
す
う
ざ
ん
）
に

あ
る
漢
か
ら
清
の
時
代
に
建
て

ら
れ
た
８
カ
所

件
の
歴
史
的

建
築
群
。
２
０
１
０
年
、
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

　
８
カ
所
の
建
築
群
は
少
林
寺

建
築
群
（
常
住
院
、
初
祖
庵
、

塔
林
）
、
嵩
陽
書
院
、
太
室
闕

（
け
つ
）と
中
岳
廟
、少
室
闕
、

啓
母
闕
、嵩
岳
寺
塔
、会
善
寺
、

観
星
台
。

　
●
少
林
寺

　
イ
ン
ド
の
高
僧
、
菩
提
達
摩

（
達
磨
＝
ダ
ル
マ
）
が
こ
こ
で

禅
宗
を
開
い
た
ほ
か
、
少
林
武

術
を
創
設
し
た
と
の
説
も
あ

る
。

　
嵩
山
を
構
成
す
る
太
室
山
、

少
室
山
と
い
う
二
つ
の
山
系
の

う
ち
、
少
室
山
五
乳
峰
の
う
っ

そ
う
と
し
た
林
の
中
に
あ
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
。
北

魏
王
朝
時
代
の
西
暦
４
９
５

年
、
皇
帝
孝
文
帝
が
イ
ン
ド
の

高
僧
跋
陀
（
ば
つ
だ
）
を
住
ま

わ
せ
る
た
め
に
建
て
た
と
い
わ

れ
る
。

　
中
国
に
布
教
で
訪
れ
た
達
磨

は
こ
の
寺
の
裏
山
の
洞
窟
に
９

年
間
（
西
暦
５
２
７
～
５
３
６

年
）
こ
も
り
、
座
禅
を
組
ん
で

修
行
、禅
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
。

　
唐
の
第
二
代
皇
帝
、
李
世
民

（
太
宗
）
が
中
国
を
統
一
し
た

際
は
、
寺
の
僧
侶

人
が
武
術

に
よ
り
皇
帝
を
敵
か
ら
守
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

　
寺
で
は
僧
侶
ら
に
よ
る
少
林

武
術
の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
●
嵩
陽
書
院

　
北
魏
時
代
の
西
暦
４
８
４
年

に
創
建
。
宋
代
の
最
高
学
府
の

一
つ
で
「
中
国
四
大
書
院
」
の

ト
ッ
プ
。

　
院
内
に
あ
る
２
本
の
柏
の
木

は
、
漢
の
時
代
の
皇
帝
、
劉
徹

（
武
帝
）
に
よ
り
「
将
軍
柏
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
樹
齢
４
５

０
０
余
年
の
、
中
国
で
も
最
も

古
い
古
木
の
一
つ
。

　
●
商
城
遺
跡
公
園

　
商
の
時
代
の
歴
史
文
化
遺

跡
。
周
囲
約
７
㌔
に
城
壁
、
敷

地
内
に
墳
墓
、
祭
祀
区
、
作
業

場
、
貯
水
池
、
排
水
溝
、
給
水

管
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
●
黄
河
風
景
名
勝
区

　
市
街
地
か
ら
北
へ
約

㌔
の

黄
河
南
岸
に
あ
る
遊
覧
区
。
高

所
に
登
り
北
を
望
む
と
、
と
う

と
う
と
流
れ
る
黄
河
の
絶
景
を

一
望
す
る
。
「
五
竜
峰
」
「
岳

山
寺
」
な
ど
六
つ
の
観
光
区
に

「
炎
帝
・
黄
帝
」
「
万
里
の
黄

河
第
一
橋
」
な
ど
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
が
点
在
し
て
い
る
。

　
鄭
州
市
の
黄
河
を
は
さ
ん
で

北
側
に
位
置
す
る
人
口
約
３
５

０
万
人
の
都
市
。
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
の
「
雲
台
山
」
や
太
極
拳

発
祥
地
の
「
陳
家
溝
」
が
主
な

見
ど
こ
ろ
。

　
●
雲
台
山

　
焦
作
市
北
部
、
山
西
省
と
の

省
境
に
位
置
。
２
０
０
４
年
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ

た
。

　
面
積
約
１
９
０
平
方
㍍
の
風

景
区
に
紅
石
峡
、
青
竜
峡
、
子

房
湖
、
百
家
岩
、
選
彩
洞
な
ど


の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

紅
色
を
し
た
山
の
岩
肌
、
高
さ

３
１
４
㍍
と
中
国
一
の
高
低
差

の
瀑
布
な
ど
自
然
の
景
色
が
美

し
い
。

　
●
陳
家
溝

　
焦
作
市
の
県
級
市
、
温
県
に

あ
る
村
。
中
国
武
術
の
一
つ
、

太
極
拳
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら

れ
る
。

　
西
暦
１
６
０
０
年
ご
ろ
の
明

代
末
、
同
村
出
身
の
官
僚
、
陳

王
廷
が
生
み
出
し
た
と
さ
れ

る
。
村
の
人
々
が
代
々
受
け
継

ぎ
、
今
で
は
陳
式
、
楊
式
、
武

式
な
ど
五
大
流
派
に
発
展
。
世

界
１
０
０
余
り
の
国
で
１
億
人

以
上
が
行
う
ま
で
に
な
っ
た
。


